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橋川先生の思い出
池田一一新（政経学部教授）
　昨年5月も半ぽ過ぎ，大学近くの喫茶店（丘）でお茶を飲んだ出がけに，入
口近くの席に一人ポツンと坐っている橋川先生を見かけ，声をかけると，いか
にも懐しそうに「池田さん，会いたかったんだよ…。明治大学は大丈夫なのか
ね」といきなり質問されて目をパチクリ。よく聞くと，「財政は大丈夫だろう
か」との事なので，「明大がつぶれるようでしたら，日本の私大のほとんどが
つぶれますよ。したがって明大は大丈夫でしょう」とお話をしたのが昨日のこ
とのようであるが，思えぽあれが橋川先生との最後の会話になってしまった。
　先生が政経学部の専任講師として就任されるさいに，奇妙な？　いきさつが
あったので特に記しておきたい。推薦者は当時の藤原弘達教授であり，教授で
なく専任講師として推薦するのは「本人が本業としての文筆生活を続けたいの
で，教授会員でない専任講師（当時は専任講師は教授会員ではなかった）とし
てだけの勤務を希望している」ためである旨の発言があった。私は，個人的に
は，いかにネーム・バリューのある人でも，全力投球で臨んで頂けない人が専
任者になるということに，内心不満を感じたが若輩の出る幕ではないと，発言
を差しひかえていた。その後，御自身の心境の変化もあって，御承知のように
正規のステップをふまれることになったのである。
　橋川先生との本格的なお付き合いは，私が大学院政治経済学研究科委員長を
したさいに，政治学専攻主任をお願いしたことに始まるといってよい。専任講
師就任のいきさつもあって，先生は役職やフォーマルな仕事を避けておられる
のではないかと邪推していたが，専攻主任になることを快諾され，熱心に御協
力頂いたことを心から感謝している。
　さらに，橋川先生との結びつきは，入試グループで御一緒することによって
一層深まったといえる。入試問題の作成，採点など，われわれにとって患わし
い限りの仕事であるが，わがグループはきわめて和気あいあい，稚気に富んだ
談笑で疲れをまぎらし，労苦を克服している。橋川先生も積極的にその雰囲気
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にとけ込もうとされていたように見受けられた。特に，一時期，中国語の学習
に熱中しておられたが，私もかつて中国語を噛じったことがあるので，一服の
ときなど，黒板に中国語を書いて雑談に時を過したものである。私が「兵兵」
と書いて，「何と読みますか」と質問したさいに，「ウーム」と答えに窮された
様子に，してやったりとぼかり「ピンポンですよ」といったことなど，今思い
出しても微笑が浮かんでくる。
　また，わが入試グループでは，春の「花見」，秋の「もみじ狩り」を恒例の
行事として親睦を深めている。橋川先生も当時，4月の，狭山湖での花見に
は，体調が必ずしも良いといえないにもかかわらず，参加された。この花見は
西武線武蔵大和駅で待ち合わせることにしていたが，先生は真先に着いておら
れ，カメラを首にかけて駅前に立ち，風もないのに花びらがひらひらと落ちて
くる満開の桜並木を眺めて「ウーソ，綺麗だな一」と感嘆されていた姿が，つ
い昨日のことのように，ありありと思い浮かぽれる。その時の集合時刻は12時
であったが，それから狭山湖の堤防わきに「むしろ」を借りて陣取り，日没に
いたるまで呑み，駄弁り続けた。その間，橋川先生は終始カメラを首から外ず
さず，興じては時折，パチリ，パチリとわれわれを撮っておられたが，遂にそ
の写真の恵贈にあずからずじまいであった。もっとも，あれで写っていたかど
うか疑わしいものであるが。
　健康については，かなり長く悩まれ，在外研究の前には，知人の（三人の）
医者に診断して貰ったのだが，どうもはっきりしないとぼやいておられた。そ
れでも，外遊をしてくれぽ良くなるだろうと，奥様との旅立ちを楽しげに語っ
ておられたが，一年間の在外研究を終えて帰られてからも，「どうも調子がよ
くない」と悲しそうな顔をされていた。酒を呑んでも味がなく，歩くのにもバ
ランスがとれないなどと云われ，冒頭に述べた出会いのさいには「ちょっと私
の歩きざまを見てくれないか」と，道路へ出て，歩いてみせられた。確かにフ
ラフラした様子であったが，「いや別に…」と言葉をにごさざるをえなかった。
しかもその時，こうも早く逝かれるとは夢想だにしなかったのである。
　先生の御冥福を心からお祈りしたい。
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